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研究の目的と進め方

本研究では,ゲノムとプロテオームをつなぐmRNA分子

の機能発現制御を行うRNA結合蛋白質群の発生分化過程

における機能について,線虫C.elegansを用いて網羅的に
解析することを目指す.

2001年度の研究の当初計画

1)発生分化過程に重要な役割をもつ新たなRNA結合蛋白

質を見いだすために,未解析の遺伝子について,引き続き
RNAi解析を進める.

2)RNA結合蛋白質の機能的分類を行うために,相同性の高

い遺伝子グループごとに多重RNAi解析を進める.

3)タグ付きの発現ベクターを構築し, RNA結合蛋白質遺伝
子の発現解析と各種RNA結合蛋白質に生体内で相互作用

するRNA分子種の同定を進める.

2001年度の成果

1)胚発生以後の始原生殖細胞の分裂開始に必須な機能を

もつと考えられる新規遺伝子mrg-1を見出した.また,細胞
増殖に密接に関連し,線虫からヒトに至るまで高度に保存

され核小体に存在するRNA結合蛋白質を見出した.
2)核細胞質間のmRNA輸送に関与すると推定されている

一群のRNA結合蛋白質について,それらの機能類似性を

RNAiによって解析し, Y14蛋白質が限定的ではあるが
mRNA輸送に関与することを実証した.

3)タグ付きの発現ベクターを用いて,数種類のRNA結合

蛋白質について発現解析を行った.また,この融合蛋白質
に生体内で特異的に結合するRNAの抽出条件を現在検討
中である.

国内外での成果の位置づけ

RNAiによる新規遺伝子機能解析に関して,生殖細胞形

成にきわめて重要なmrg-1遺伝子を見出し,その遺伝子機
能を詳細に調べた結果,線虫の生殖細胞形成において母性

効果を示し,胚発生以後の始原生殖細胞の分裂開始に必須

であることが明らかになった.このような表現型を示す遺
伝子はこれまで全く報告されておらず,国内外で広く注目

を集めることが予想される.

達成できなかったこと,予想外の困難,その理由

RNA結合蛋白質に生体内で結合する特異的RNA分子の

解析方法の確立が遅れた.これは,解析に用いるための装

置(マイクロアレイスキャナー)の購入・設置が遅れたた
めである.

今後の課題
一次スクリーニングとしてのRNAi解析が終了していな

い遺伝子について,なるべく早く解析を行い,発生・分化

に関連して詳細に解析を進める対象遺伝子を絞り込む必

要がある.
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